
経営情報学研究科 を振 り返 って

吉 田 年 雄

平 成8年4月 に設 置 され た大 学院 経 営情 報 め て とい うこ ともあ り、初 年 度 の入 学 希 望 者

学研 究科修 士課程 は 、前年 の6月 に文部省 に設 は、定員 をオー バーす る志願者 が応募 し、まず

置 の 申請 をす るため、 その1年 ほ ど前か ら、数 まず の ス ター トを果 たす こ とがで きた 。 合 格

人 の教職 員 が協力 して、色 々 な準備 作業 を行 っ し、入学 して きた大学院 生 は、半数が社 会人 で

た。 直面 した問題 の 中で、ス タ ッフは十 分か と あ り、期待 を上回 った こ とは喜 ば しい こ とで あ

い うこ とが最 大 の関心事 で あった。 さ らに、こ った。 その 中で、情報系 で は、教員(短 大 、専

の研 究科 に どん な特 長 を もたせ るか も問題 と 門学校 、高校)が3人 、看 護 士(女 性)が2人

なった。 入学 定員 は15人 とな った。 であ った こ とが 目立 った。 この 頃の社 会 人学 生

ス タッフについ ては 、経 営情報 学研 究科 は、 は、向上意 欲 が高か つた こ とを記憶 してい る。

経営 学 と情報科 学 の複 合領 域 であるため、研 究 昼 夜 開講 と別地 開講 の両方 を満 たす 設置 は、

指導 教員(い わ ゆ る㊨)が 、経営系 で5人 、情 日本 初 とい うこ とで、開設 前後 には、い ろい ろ

報系 が4人 の計9人 必要 とい うことであ った。 な大手新 聞社 か ら取材 を受 け、紙 面で は、 「駅

そ のため、経営 系で は、通常 の教員補充 と合 わ 前大 学院」 とい う見出 しで扱 われ 、社 会人 教育

せ て、4人 の教員 を迎 えた。情報系 について も、 の様子 が伝 え られ た。NHKな どで も、授 業風

通常 の教 員補充 と合 わせ て、1人 が採 用 になっ 景や社 会人 へのイ ン タビュー が放 映 され た。マ

た。大学設置審 議会 の教員 資格審査 を慎重 に検 ス コ ミに採 り上 げ られ た こ とは、それ な りの宣

討 した ことに よ り、研 究指 導教授 にな りうる教 伝 効果 もあった。

員 だ けが、 申請 に加 わ った。 その結果、全員が 授 業 は、ほ とん どが鶴舞 の名 古屋 キ ャンパ ス

研 究指導教授(11人)あ るい は講義担 当教授(6で 、夜6時 か ら9時10分 まで、2コ マ続 きで行

人)と して判 定 され 、一応 、無事 にスター トが われ た。午前 または午後 、春 日井 キャ ンパ ス で、

で きるこ ととな った。 この修 士課程設 置の準備 学 部 の授業 や 卒業研 究 な どの指 導の後 、鶴舞へ

には、当時、経 営情報 学部長 の高柳實教授 の献 行 き、 夜 の授 業 を行 うの はか な り大 変 で あ っ

身 的な ご骨折 りを特 筆す べ きであ る。 いろいろ た。 また 、研 究指導 は、土曜 日に春 日井 キ ャン

な苦労話が あ るが 、それ に は触れ ない。 パ スで行 われ た。 常勤、非常 勤 を問わず 、大学

特長 としては、昼夜 開講 と別地 開講 として、 院担 当教員 の熱心 な教育姿勢 に よ り、 こ こまで

昼 は春 日井 キャ ンパ スで、夜 は鶴 舞の名古屋 キ 継 続 して こ られ た の は 大 い に評 価 す べ き と思

ヤンパ スで授業 を行 うこ とと し、社会人 を積極 われ る。

的 に受 け入れ る こ とにな った。 大学 院経営 情報学研 究科長 には、山 田珠夫教

サ テライ トで授 業 を行 うのは、名 古屋 で は始 授 が就任 し、経 営情報学 専攻 主任 には、6年 間
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の経営情報学科主任を終えてフリーになれる

と、ほっとしていた私がどういうわけか就任し

た。山田研究科長は、発足間もない頃、いろい

ろなルール作りに精を出された。

 修士課程が開設されて、1年後には、博士後

期課程の設置の計画が持上がり、その準備が始

まった。博士後期課程開設時に退職する教員の

補充という観点から、そのときも、スタッフを

そろえる重要課題が出てきた。結局、1人の教

員を補充した状態で、博士後期課程の設置申請

に望んだ。昼夜開講、別地開講の他に、特長と

して、複数指導制、すなわち、経営系の院生に

対しては、情報系の教員が補完的な指導を行

い、逆に、情報系の院生に対しては、経営系の

教員が補完教育を行うという制度を採用する

ことにした。設置が認められ、平成10年4月

に博士後期課程が入学定員3人でスタートし

た。修士課程は、博士課程の前期課程に組み入

れられることになった。

 入学志願者数は、平成8年度と平成9年度の

修士課程の入試では、それぞれ、27人、18人

であった。博士課程ができた平成10年度では

29人、平成11年度は13人、平成12年度は22

人、平成13年度は20人といった具合で、年に

より上下があった。合格者、入学者は、この6

割程度で、入学生は、初年度を除いて、大学院

生として必ずしも優秀で、ふさわしい能力をも

った人ばかりではなかった。やる気を重視し

て、合格させた例もあった。よりよい入学生を

確保するために、さらなる志願者の増加が望ま

れ、その中から優秀な人を選抜できることが期

待された。博士後期課程では、入学者は、毎年、

2人名程度であり、入学者の増加が望まれた。

経営情報学部を卒業後、そのまま、大学院に進

学する人は、工学部の場合と比べて、圧倒的に

少ない。これは≒経営情報学部では、大学院修

了後よりも学部卒業後の方が就職状況がよい

ことが考えられる。この傾向は、経営系におい

て著しい。

 経営情報学部における教育理念は、情報技術

をもつ経営管理者、あるいは、経営の知識をも

った情報処理技術者の養成であるということ

ができる。経営学と情報科学の両方を勉強する

ことになるが、本来、こういう複合領域では、

両方ともかなり勉強しないとものにならない。

経営学を経営学科にいる人の50％勉強し、情報

科学を情報工学科にいる人の50％勉強しても、

それぞれが、中途半端で役に立たない。バブル

の時代には、人手不足（あるいは、将来の人材

確保）により、そういうものも許された。私は、

「適度な中途半端」という言葉を造語したが、

それが意味をもつ時代でもあった。しかし、バ

ブルがはじけ、より専門的な知識、能力が要求

され、プロフェッショナル性が要求されるよう

になると、この中途半端は世の中から受け入れ

られなくなった感じが強くなった。経営情報学

科がどのような方向性を求めていくのがよい

かは現実の課題でもある。その点で、経営情報

学科が経営学科と経営情報学科に分れたこと

は、プロ志向の時代の要請ともいえる。そのう

ちの経営情報学科が、教員の専門性を捨てず

に、どのように特化していくかは難しい問題で

ある。

 大学院は、学部教育に対して、さらに専門性

を増さなければならないが、経営学専攻、ある

いは、情報工学専攻とどのような違いをもたせ

ればよいかも難しい問題である。

経営情報学研究科に入学した学生は、概して、

工学研究科の場合よりも、勉学、研究意欲が少

なく、大学院へ来た動機に疑問を感ずることも

ある。工学研究科では、ほぼ毎日研究室に来て

勉学、研究を行うのが常識であるが、そうでは
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ない学生が目立つ。また、学部で、いろいろ優

遇されてきた（履修単位数の上限なし）外国人

学生の授業を受ける態度に問題がある。例え

ば、ある非常勤教員の授業（受講生は外国人学

生2人）に、平気で2人とも遅刻し、先生がそ

れらの院生が来るのを教室で待つといった失

礼なこともあった。さらに、外国人学生のなか

には、ろくに大学にも来ず、不勉強で、修士論

文作成時に指導教授を大いに悩ま章ることも

あった。それらの院生は、私の研究室所属では

なかったが、専攻主任として、呼んで厳重に注

意した。そういう院生が目に付いたということ

であり、もちろん、一生懸命に勉学に励んだ院

生も多数いたことも事実である。

 前期課程の院生の指導が、自分の研究の多少

の手助けになるとよいが、現状においては、そ

のように機能している1のは極めて少ないと言

わざるをえない。もう少し、レベルの高い学生

を指導できるようにならないと、大学院生と共

同して研究するということは全く無理な話で

ある。

 工学部に移籍し、経営情報学研究科から離れ

ようとしている筆者にとって、経営情報学研究

科の研究指導教員の人数が大いに気になると

ころである。また、今後7年毎に行われる外部

による大学、大学院評価も気になるところであ

る。そういう意味では、現教員のさらなる研究

業績の蓄積と研究指導教員の採用が期待され

る。

（教授 情報工学科 工学部）
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